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～わたしたちと一緒に働きませんか～

兵庫県芦屋市大桝町 1-18

tel : 0120-567-705
mail : saiyo@hanshin-dp.co.jp

【お問い合わせ】

◆人とのつながり◆

患者さまだけでなく、従業員同士も

笑顔の輪をつなげています。

活気のある笑顔あふれる職場で

一緒に働きませんか。

兵庫医科大学医療情報誌
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■本書の見方

本書では、「診療最前線」のページで紹
介する疾患を、以下のように分類し色
分けしています。バインダーや綴じ紐
などで綴じてご活用ください。

がん

目・耳・
鼻・口
の病気

呼吸器
の病気

腎臓・
泌尿器
の病気

肝臓・
すい臓・
胆嚢
の病気

子ども
の病気

循環器
と血液
の病気

全身
の病気

こころ
の病気

骨・関節
の病気

皮膚
の病気

胃・腸・
食道
の病気

女性
の病気

肝
硬
変

脳・神経
の病気

診療最前線
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体
の
７
～
８
割
を
占
め
る
。
現
在
で
は
、

B
型
肝
炎
に
よ
る
肝
硬
変
は
、
病
状
が

相
当
進
行
し
て
い
て
も
、
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
す
べ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、C

型
肝
炎
が
原
因
の
も
の
は
、
ウ
イ
ル
ス

の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
に
よ
り
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

を
消
滅
さ
せ
、
完
治
で
き
る
も
の
も
あ

る
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
も
の
な
ら
、
と

に
か
く
断
酒
。治
療
法
は
肝
硬
変
に
至
っ

た
原
因
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
徹
底

的
に
検
査
を
行
っ
て
原
因
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に

合
っ
た
治
療
法
を
選
択
す
る
。

　
脾
臓
は
古
く
な
っ
た
血
球
を
壊
す
働

き
を
持
つ
が
、
肝
硬
変
で
は
腫
れ
て
機

能
が
亢
進
し
て
お
り
、
正
常
な
血
球
ま

で
過
剰
に
壊
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
で
は
、
血
小
板

数
が
少
な
く
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

が
行
え
な
い
。
兵
庫
医
科
大
学
で
は
、

内
科
の
研
究
室
で
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

の
治
療
効
果
を
ウ
イ
ル
ス
や
患
者
さ
ん

の
遺
伝
情
報
ま
で
詳
し
く
検
討
し
、
治

り
や
す
い
タ
イ
プ
の
場
合
は
、
外
科
で

脾
臓
摘
出
手
術
を
行
う
。
脾
臓
の
摘
出

は
、
3
セ
ン
チ
大
の
穴
１
つ
と
1
セ
ン

チ
大
の
穴
２
つ
を
わ
き
腹
に
開
け
て
腹

腔
鏡
で
摘
出
す
る
た
め
、
手
術
そ
の
も

の
の
患
者
さ
ん
の
負
担
は
少
な
い
。
手

術
に
よ
っ
て
肝
機
能
が
改
善
し
血
小
板

も
増
え
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
術
後

は
細
菌
感
染
へ
の
抵
抗
力
が
弱
ま
る
た

め
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
対
策

が
必
要
と
な
る
。

　「
肝
疾
患
の
治
療
に
お
い
て
は
、
内

科
と
外
科
、
放
射
線
科
の
綿
密
な
連
携

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」。
西
口
主
任
教
授
と

藤
元
主
任
教
授
は
口
を
そ
ろ
え
る
。
こ

の
２
人
と
、
同
じ
く
肝
臓
を
専
門
に
し

て
い
る
放
射
線
科
の
廣
田
省
三
主
任
教

授
は
常
時
診
療
を
共
に
し
て
お
り
、「
内

科
、外
科
、放
射
線
科
の
連
携
が
非
常
に

し
っ
か
り
し
て
い
る
の
が
、
兵
庫
医
科

大
学
病
院
の
特
徴
」と
胸
を
張
る
。
月
に

一
度
の
3
科
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で

は
、
医
師
を
中
心
に
し
た
30
～
40
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
の

患
者
さ
ん
の
治
療
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
い
う
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
れ
ば
、手
術
前

に
肝
臓
の
形
や
大
き
さ
、が
ん
の
位
置
な

ど
が
わ
か
り
、
ど
の
部
分
を
ど
れ
だ
け

切
除
す
る
か
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
。
こ
の
技
術
は
、厚
生
労
働
省
の

先
進
医
療
と
し
て
認
定
さ
れ
、他
の
病
院

に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　「
以
前
は
、一
度
肝
硬
変
に
な
っ
て
し

ま
う
と
元
に
は
戻
ら
な
い
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
一
部
の
肝
硬
変
は
完

治
し
ま
す
」と
西
口
主
任
教
授
。

　
長
期
に
わ
た
る
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル

摂
取
も
肝
硬
変
の
原
因
の
一
つ
だ
が
、

最
も
多
い
の
は
B
型
お
よ
び
C
型
肝

炎
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
性
の
も
の
で
、
全

　
兵
庫
医
科
大
学
病
院
は
、
2
0
0
8

年
4
月
に
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院

に
指
定
さ
れ
た
。
同
年
10
月
に
は
肝
疾

患
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
大
学
内
の
連
携

だ
け
で
は
な
く
、
兵
庫
県
下
の
専
門
医

療
機
関
、
協
力
医
療
機
関
、「
か
か
り
つ

け
医
」と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し

て
高
度
な
肝
疾
患
診
療
体
制
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
多
く
の
治
験
や
先
進
的

治
療
を
行
う
な
ど
、
常
に
最
先
端
の
治

療
を
目
指
し
努
力
し
て
い
る
。
肝
疾
患

セ
ン
タ
ー
長
で
も
あ
る
西
口
主
任
教
授

は
言
う
。「
肝
疾
患
を
持
つ
患
者
さ
ん
が

私
の
目
の
前
に
来
た
時
点
か
ら
、
病
気

を
一
切
進
行
さ
せ
な
い
つ
も
り
で
や
っ

て
い
ま
す
」。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

ど
ん
な
に
心
強
い
言
葉
だ
ろ
う
。

強
い
連
携
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は

完
治
す
る

肝・胆・膵外科
藤
ふじ

元
もと

 治
じ

朗
ろう

主任教授

肝硬変・・・・・・・・・・・・・・・277件インターフェロン新規導入（治験や肝硬変を含む）・・・・・144件内視鏡下食道静脈瘤治療・・・110件肝癌治療
手術・・・・・・・・・・・・・・・・179件RFA（ラジオ波焼灼療法）・・・102件TACE（肝動脈化学塞栓療法）・・・247件

診療実績（2010年1～12月）

バックナンバーは、兵庫医科大学のホームページよりご覧いただけます。
http://www.corp.hyo-med.ac.jp/public/hearts.html
または、　兵庫医科大学　ハーツ　で検索してください。

　兵庫医科大学病院は、「特定機能病院」としてより高度な
医療技術と医療情報を提供するとともに、「地域の基幹病
院」として、患者さんやそのご家族、そして地域住民の皆
さんとの間に医療を通じて深い信頼関係を築き、患者サー
ビスの向上を図ることを目的に、「市民健康講座」を定期的
に開催しています。
　講師を務めるのは、当院の医師や看護師など。参加費は
無料、ご予約の必要もありません（※ただし、会場の都合
で定員があります）。こ
れから開催される講座
内容については、院内の
掲示ポスターや病院ホー
ムページなどでご確認
いただけますので、ぜ
ひご参加ください。

　より良い療養環境を提供させていただくため、1号館
12階に特別病棟を設けています。
　病室はすべて個室で、液晶テレビ・DVDプレーヤー・
冷蔵庫・電子レンジを配備し、他病棟の病室内ではご遠
慮いただいております携帯電話、パソコンがご利用可能
です。
　また、病棟へは専用のカードで出入りしていただくよ
う、セキュリティーも完備しています。
　ゆっくりとおくつろぎいただけるよう、新聞や自動販
売 機などを備えたデイ
ルーム もあり、静 かで
ゆったりとした雰囲気の
中で療養いただけます。
お部屋やデイルームから
は素晴らしい眺望を楽し
むことができます。

NEWS

自由に参加できる「市民健康講座」を
定期的に開催しています 兵庫医科大学病院特別病棟

◇「市民健康講座」に関するお問い合わせ先
地域医療・総合相談センター0798-45-6035（直通）

◇「市民健康講座」の予定
http://www.hosp.hyo-med.ac.jp/community_health/open_program.html お問い合わせ先 ０７９８-４５-６１７５

特別室ご希望の方は、担当医師・病棟スタッフにお申し出ください。
詳しい設備・環境・見学は 1 号館１階入院受付までお問い合わせください。

■がん
■目・耳・鼻・口の病気
■胃・腸・食道の病気
■呼吸器の病気
■骨・関節の病気
■脳・神経の病気
■皮膚の病気

■肝臓・すい臓・胆嚢の病気
■腎臓・泌尿器の病気
■循環器と血液の病気
■全身の病気
■こころの病気
■女性の病気
■子どもの病気


